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歴
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る
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祖
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り
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家
で
長
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六
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っ
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ま
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に
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、
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っ
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い
る
こ
と
を
書
き
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し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
纏
め
る
こ
と
も
叶
わ
ず
に
い

た
。
こ
の
春
、
近
所
の
高
橋
勉
さ
ん
が
ご
自
身
の
歩
ん
で
来
ら
れ
た
自
伝
を
上
梓
さ
れ
た

の
で
拝
見
し
た
。
立
派
な
本
で
、
わ
た
し
も
た
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流
さ
れ
て
き
た
だ
け
の
来
し
方
で
は
あ

る
が
、
こ
の
際
、
昔
の
事
ど
も
を
含
め
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
書
き
綴
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
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宮川啓子自伝 堤屋のこと

第
一
章
　
堤
屋
の
歴
史

我
が
家
は
、
飯
田
市
下�

�

久�
�

堅�
�

南�
�

原�
�

、
天
龍
川
の
東
段
丘
に
あ
る
山
あ
い
の
小
さ
な
洞�

�

、
そ
の
坂
道
を
少

し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
建
つ
。
屋
号
を
堤

�
�
�

屋�

と
い
う
。
こ
れ
は
文
永
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
「
堤
」
が
我

が
家
の
近
く
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
辺
り
の
小�

字�
�

名�

を
堤

�
�
�

田�

と
い
い
、
そ
の
堤
か
ら
の
屋
号
と
し
た
と

言
う
。
曾
祖
父
が
清�

�

中�
�

屋�

よ
り
分
家
し
て
興
し
、
父
静
男
（
明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
出
生
）
で
三
代
、

わ
た
し
で
四
代
目
と
な
る
堤
屋
は
、
次
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

一
、
初
代
　
喜
八
郎

宮
川
の
初
代
は
、
曾
祖
父
・
喜
八
郎
で
、
本
家
「
清�

�

中�
�

屋�

」
宮
川
清
助
の
次
男
。
妻
み
や
を
伴
っ
て
明
治
元
年
分
家

し
、
本
家
か
ら
洞
を
少
し
上
っ
た
こ
の
地
に
宮
川
家
を
起
こ

し
た
。
み
や
は
、
文
永
寺
二
天
門
前
の
舊
家
「
仲
仙
道
」
橋

爪
豊
四
郎
（
現
在
仲
仙
道
は
な
く
な
り
、
牧
野
内
貞
夫
さ
ん
宅
が
建

初代　喜八郎


